
ふ う ろ だ よ りふ う ろ だ よ り
二月堂お水とりの旅飛鳥から

平成１８年３月２０日

飛鳥の旅は、岡寺から始まりました。急な坂を上ると西国７番札所・厄
除霊場の岡寺がありました。三重宝塔もあり、静かで、趣のあるお寺でし
た。 と４人が麗しい声「けさみれば露岡寺の庭のこけさながら瑠璃の光なりけり」
で御詠歌を唱えると、不思議や不思議、降りしきっていた雪があがりまし
た。岡寺を後にして落ち葉を踏みしめながら山道を下ると石舞台古墳があ

りました。

＜石舞台東隣の島庄遺跡、発掘中＞

＜岡寺の前で＞

＜７世紀半ばに造られた横穴式古墳、蘇我馬子の墓と言われている＞

川原寺跡を眺めながら聖徳太子生誕の地と言われている橘寺へ、その後酒船石の方へ回り
バスで橿原神宮駅へ、雪と寒風にさらされた飛鳥の旅を終えました。雪まじりの寒さは格別
でしたが、いにしえに思いをはせながら、のどかな田畑の中の道を巡る飛鳥路はなかなかの
ものでした。

いよいよ今回の旅のメインお水とりの見学です。雪がふりしきる中
を二月堂に向かいました。若草山の麓の桜の木には雪が降り積もり、
まるで桜の花が咲いたような美しさでした。７時いよいよお水とりが
始まるという時、それまで降りしきっていた雪があがったのです。み
んなが傘をすぼめると闇の中に二月堂の舞台が浮かびました。それか

、 、 。ら始まった松明の行は本当に神秘的で 厳かで きれいなものでした
一度見たいと思っていたお水とり、満足でした。白銀屋に帰る道、三月堂の上に月が輝き、
星も光っていました。

奈 良 散 策
翌日は二月堂から三月堂

羂興福寺へと歩き、不空
索観音と日光菩薩、月光菩
薩、興福寺の阿修羅像な
どに会いました。
午後は奈良町散策、寒か
った。底冷えの奈良盆地
を実感しました。

＜雪をかぶった南大門と大仏池＞＜雪化粧の東大寺＞

→
＜司馬遼太郎が推奨す

る最も奈良らしい道＞

奈良歴史ウオークの旅は終わりました。よく歩きまし

た。食べました。しゃべりました。そして楽しかった。

旅はまた次の旅への思いをかきたててくれるものですね。




